
 

                       
 

1 
 

NYマーケットレポート（2015年 3月 20日) 

NY 市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、取引材料に乏しい中、緩和的な金融政策が当面続くとの観測から米長期債利回りの低

下が続き、日米金利差縮小観測からドル売り・円買いが優勢となった。ドル/円は、119 円台まで下げる動きとなった。一方、欧米の株価が

堅調な動きとなったことから、クロス円は堅調な動きが続いた。ただ、終盤には米株価が上げ幅を縮小する動きとなったことから、クロス円は

上値の重い動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 121.03  ユーロ/円 129.68  ユーロ/ドル 1.0716 
 
21：00 
欧州株式市場 

米主要株 株価 前日比 

英 FT100 6973.41 +11.09 

仏 CAC40 5054.19 +17.01 

独 DAX 12049.61 +150.21 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2月カナダ消費者物価指数（前月比） 0.9％（予想 0.8%・前回 -0.2%） 

2月カナダ消費者物価指数[コア] 0.6％（予想 0.6%・前回 0.2%） 

2月カナダ消費者物価指数（前年比） 1.0％（予想 1.0%・前回 1.0%） 

2月カナダ消費者物価指数[コア] 2.1％（予想 2.1%・前回 2.2%） 

 

 

 
 （出所：ブルームバーグ) 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1月カナダ小売売上高（前月比） -1.7％（予想 -0.8%・前回 -1.8%） 

前回発表の-2.0％から-1.8％に修正 

 

1月カナダ小売売上高[除自動車] -1.8％（予想 -0.5%・前回 -2.0%） 

前回発表の-2.3％から-2.0％に修正 

 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18048.65 +89.62 

ナスダック 5032.13 +39.75 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪ポイント≫  

 

2月のロシアの小売売上高や失業率などの主要経済指標は一段と悪化し、景気が急激に落ち込んでいることがあらた

めて浮き彫りになった。2月の小売売上高は前年同月比-7.7％、実質賃金は-9.9％となり、インフレ高進が所得を圧

迫していることが示された。通貨ルーブルの下落で消費が圧迫され、内需が底割れしており、年内一杯は続くとの

指摘も出ている。また、国内企業の設備投資も依然として振るわず、2月は前年比-6.5％。一方、失業率は 5.8％と

1月の5.5％から上昇した。2015年のロシア経済は深刻な景気後退に陥るとみられており、政府は成長率が-3％にな

ると予想している。 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

1月メキシコ小売売上高(前月比)  2.1％（予想 0.7%・前回 -0.9%） 

1月メキシコ小売売上高(前年比)  4.7％（予想 3.0%・前回 2.4%） 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、欧州の主要市場で株価が上昇したことを好感し、幅広い銘柄に買いが広がった。特に、好決算

を前日発表したスポーツ用品のナイキが大きく上昇し全体を押し上げている。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動

きとなり、一時前日比 145ドル高まで上昇する動きとなっている。 

 

0：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

・「6月、7月、9月のいずれも利上げの可能性ある」 

・「ドルへの懸念強めたのは輸出への影響が理由」 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18150.21（+191.18）、 S&P500 2108.69（+19.42）、 ナスダック 5034.38（+42.00) 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、主要な米経済指標の発表がない中、米FRBによる利上げが年後半にずれ込み、緩

和的な金融政策が当面続くとの見方から、米国債の買いが先行した。 

 

午前の利回りは、30年債が2.51％（前日 2.53％）、10年債が 1.94％（1.97％）、7年債が 1.74％（1.78％）、5

年債が 1.42％（1.47％）、3年債が 0.95％（0.99％）、2年債が 0.58％（0.61％）。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 7022.51 +60.19 
仏 CAC40 5087.49 +50.31 
独 DAX 12039.37 +139.97 

ストック欧州 600 指数 404.04 +3.18 
ユーロファースト 300 指数 1610.93 +13.37 
スペイン IBEX35 指数 11419.60 +328.60 

イタリア FTSE MIB 指数 23176.68 +371.51 
南ア アフリカ全株指数 52631.78 -109.24 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、欧州中央銀行の量的金融緩和への期待を背景に投資家がリスク志向を強めたことから、主要株価

は堅調な動きとなった。特に、英 FT100は、初めて7000台乗せとなり、取引時間中と終値の最高値を更新した。 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

2：05 

ハンガリー長期格付け「BB+」に引き上げ、見通し安定的～米格付け会社 

 

3：45 

NY金は、中心限月が前日比 15.60ドル高の 1オンス＝1184.60ドルで取引を終了した。 

 

4：35 

NY原油は、中心限月が前日比 1.04ドル高の1バレル＝46.57ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1184.60 +15.60 

NY 原油 46.57 +1.04 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米FRBが利上げに慎重との見方が引き続き材料視された。また、ドルが主要通貨に対して下落したこと

も、ドルの支援材料となった。終値ベースでは、今月5日以来、約 2週間ぶりの高値水準となった。 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 
ＮＹ原油は、ドルが円やユーロに対して下落したため、ドル建て原油の割安感から買い注文が優勢となった。また、

イラン核問題をめぐる協議で、欧米など6ヵ国と合意に至っていないことも支援材料となった。  

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18127.65 +168.62 18197.29 17961.13 

S&P500 種 2108.06 +18.79 2113.92 2090.32 

ナスダック 5026.42 +34.04 5042.14 5020.07 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、欧州株が上昇したことを好感し、米主要株価も幅広いセクターで買いが広がった。特に、好決算を

前日発表したスポーツ用品のナイキが大きく上昇し、全体を押し上げた。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが

続き、終盤には一時前日比238ドル高まで上昇する動きとなった。 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.95  121.05  119.91  
EUR/JPY 129.75  130.70  129.60  
GBP/JPY 179.34  180.11  178.83  
AUD/JPY 93.32  93.65  92.87  
NZD/JPY 90.73  91.15  90.12  
EUR/USD 1.0818  1.0883  1.0713  
AUD/USD 0.7779  0.7803  0.7677  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米長期債利回りが低下したことから、日米金利差縮小が意識され、円買い・ドル売りが優勢とな

った。ドル/円は、一時 119円台まで下げる場面もあった。一方、堅調な株価動向を背景に、クロス円は堅調な動き

となった。ただ終盤にはやや上値の重い動きとなった。 

 

 
  （出所：ブルームバーグ) 
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